
解
明
を
意
図
と
し
た
い
。 一

は
じ
め
に

（
利
且
）

御
本
尊
と
い
う
場
合
、
機
構
上
、
本
宗
の
宗
旨
と
古
来
言
わ
れ
て
い
る
三
大
秘
法
と
の
関
連
性
な
し
で
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

従
っ
て
、
こ
の
御
本
尊
を
考
察
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
蓮
聖
人
教
学
上
の
、
宗
学
上
の
最
大
の
問
題
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
、
こ
の
御
本
尊
と
い
う
こ
と
が
、
私
共
信
仰
者
の
拝
む
絶
対
の
対
象
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
御
本
尊
の
実
体
を
考
え

る
と
い
う
こ
と
は
、
信
仰
者
で
あ
る
誰
れ
も
が
、
一
度
は
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
な
の
で
あ
る
。

御
本
尊
は
信
仰
者
の
拝
む
絶
対
の
尊
い
対
象
と
な
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
本
質
は
、
い
か
な
る
時
代
社
会
に
な
っ
て
も
、
不
変
の
理
想

境
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
べ
き
態
度
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
日
蓮
聖
人
が
私
共
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
に
御
本
尊
を
お
示
し
に
な
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
し
ぼ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

古
来
、
本
宗
に
於
い
て
日
蓮
聖
人
の
御
本
尊
観
は
こ
う
で
あ
る
と
先
師
先
哲
の
理
解
の
方
法
に
は
、
法
本
尊
、
人
（
仏
）
本
尊
、
人
法

曾
）

一
体
本
尊
等
と
様
々
な
論
義
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
近
年
に
至
っ
て
も
、
御
本
尊
と
は
何
か
と
い
う
様
に
論
義
が
生
じ
て
き
て
い
る
の

で
、
こ
の
小
論
で
は
、
特
に
戦
後
に
於
け
る
御
本
尊
論
義
を
整
理
し
て
、
日
蓮
聖
人
の
お
示
し
に
な
ら
れ
た
御
本
尊
の
実
体
の
大
系
的
な

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）
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こ
の
全
文
は
、
『
日
蓮
宗
宗
憲
』
の
（
宗
旨
）
の
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
日
蓮
宗
の
御
本
尊
は
「
本
門
の
本
尊
を
帰
依
の
正

境
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
本
門
の
本
尊
を
帰
依
の
正
境
」
と
す
る
御
本
尊
の
実
体
を
更
に
明
確
化
さ
れ
た

（
Ｒ
ｕ
）

も
の
が
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
十
八
日
に
漸
く
三
年
越
し
に
制
定
と
な
る
『
宗
徒
の
信
条
』
五
箇
条
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
こ
と
は
、

（
句
Ｉ
）
〃

望
月
歓
厚
博
士
が
、
「
日
蓮
宗
教
学
審
議
会
で
は
、
本
尊
の
実
体
を
久
遠
実
成
の
釈
尊
と
議
定
さ
れ
た
」
そ
れ
は
「
す
な
わ
ち
、
さ
き
に

（。。）

宗
徒
の
信
条
に
お
い
て
発
表
し
ま
し
た
の
は
審
議
会
の
本
尊
の
実
体
の
結
論
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き

戦
後
に
な
っ
て
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
昭
和
四
十
年
代
後
半
に
か
け
て
御
本
尊
に
関
す
る
論
義
は
盛
ん
で
あ
り
、
少
く
と
も
三
十
篇
に

及
ぶ
大
小
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
二
年
の
八
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
Ｖ
『
本
尊
論
の
再
検
討
』
で
の
後
に
「
今
後
の
宗
門

§
）

は
、
も
は
や
本
尊
を
い
わ
ゆ
る
問
題
扱
い
に
し
て
論
義
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
意
見
も
で
た
く
ら
い
で
あ
る
。
が
、
そ
の
後
も
、
こ

の
御
本
尊
に
つ
い
て
の
考
察
の
発
表
は
絶
え
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
戦
後
に
お
け
る
大
小
の
論
文
の
問
題
点
を
整
理
し
な
が
ら
、

後
篇
に
於
い
て
、
日
蓮
聖
人
の
仏
教
教
化
活
動
の
生
命
の
本
質
と
も
い
う
べ
き
御
本
尊
に
つ
い
て
大
系
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

で
）

戦
後
に
入
っ
て
か
ら
、
御
本
尊
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
昭
和
二
十
六
年
の
『
日
蓮
宗
宗
憲
』
で
あ
ろ

う
。
昭
和
二
十
七
年
に
初
め
て
施
行
さ
れ
た
『
日
蓮
宗
宗
制
』
に
そ
の
文
が
見
え
る
。

日
蓮
宗
は
、
本
門
の
本
尊
を
帰
依
の
正
境
と
し
、
本
門
の
題
目
を
信
行
の
要
法
と
し
、
本
門
の
戒
坦
を
依
止
の
戒
法
と
す
る
三
大
秘

法
を
宗
旨
と
し
て
、
法
華
経
を
行
じ
且
つ
あ
ら
ゆ
る
思
想
を
開
顕
し
て
妙
法
に
帰
せ
し
め
、
も
っ
て
即
身
成
仏
、
仏
国
土
顕
現
を
理

（
５
）

想
と
す
る
。

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）
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る
。
従
っ
て
そ
の
実
体
は
『
宗
徒
の
信
条
』
の
第
二
条
に
当
る

（
９
）

久
遠
本
時
の
釈
迦
牟
尼
仏
は
、
智
悲
円
満
の
本
師
で
す
。
私
達
は
こ
の
象
仏
に
絶
対
の
信
仰
を
さ
さ
げ
ま
す
。

を
さ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
よ
り
す
れ
ば
「
教
学
審
議
会
」
で
は
「
本
尊
」
の
実
体
を
「
久
遠
実
成
釈
尊
」
と
定
め
た
訳
で

あ
る
。
だ
が
、
こ
の
「
本
尊
」
を
奉
安
す
る
に
つ
い
て
の
表
現
形
態
を
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
点
は
各
種
の
論
議
が
あ
り
、
昭
和

（
ｍ
）

三
十
三
年
十
月
に
至
っ
て
も
「
な
か
な
か
決
定
い
た
し
ま
せ
ん
」
の
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
の
状
態
を
考
え
る
時
、
当
時
の
「
教
学

審
議
会
」
に
於
い
て
「
本
尊
」
の
実
体
を
「
久
遠
実
成
釈
尊
」
と
定
め
る
に
つ
き
、
そ
の
意
味
を
如
何
に
覚
認
さ
れ
る
べ
き
か
の
問
題
の

扱
い
方
が
表
現
の
多
様
性
と
い
う
問
題
に
及
ぼ
し
、
後
々
ま
で
論
議
さ
れ
る
程
に
尾
を
引
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

御
本
尊
の
勧
請
形
態
様
式
の
問
題
を
整
理
す
る
べ
く
「
教
学
審
議
会
小
委
員
会
」
は
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
二
十
五
・
二
十
六
日
の
両

日
の
『
第
十
一
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
』
に
、
本
尊
勧
請
様
式
に
関
す
る
特
別
研
究
発
表
「
将
来
の
寺
院
に
於
け
る
本
尊
の
奉
安

（
、
）

形
式
」
と
い
う
論
題
で
、
時
の
教
学
権
威
者
六
名
に
研
究
発
表
の
要
請
を
組
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
に
、
同
年
十
一
月
二
十
五
・
二
十
六
日
の
両
日
に
「
教
学
審
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
御
本
尊
の
奉
安
形
式
が
決
定
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
決
定
案
の
要
旨
は
「
大
曼
茶
羅
の
前
に
釈
尊
像
一
躯
・
下
正
面
に
祖
像
を
奉
安
」
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
の
で

（
吃
）

あ
る
。
こ
の
決
定
は
望
月
歓
厚
博
士
側
の
一
尊
四
士
御
本
尊
説
の
主
張
が
否
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
特
に
認
識
さ
れ
た
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
御
本
尊
に
関
す
る
戦
後
の
諸
論
文
に
於
け
る
御
本
尊
の
形
態
等
を
述
べ
て
行
く
こ
と
に
す

る
。
そ
の
御
本
尊
の
形
態
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
御
本
尊
の
本
質
と
決
し
て
無
関
係
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
本
質
の
認
識
を
も

可
能
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

御
本
尊
論
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ノ
ー
ト
前
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名
）
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影
山
尭
雄
博
士
は
、
昭
和
二
十
八
年
に
『
わ
が
宗
御
本
尊
の
形
式
の
変
遷
に
つ
い
て
』
の
中
で
、
宗
祖
御
在
世
当
時
中
は
「
一
般
に
は

（
聰
）
（
Ｍ
）

文
字
曼
茶
羅
を
御
本
尊
と
し
」
て
い
た
様
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
外
一
部
に
は
「
久
成
釈
尊
の
一
体
仏
．
こ
れ
を
具
現
し
た
一
尊
四
士
」

の
仏
像
造
立
の
御
本
尊
も
あ
っ
た
。
が
、
宗
祖
在
世
中
は
、
前
の
文
字
曼
茶
羅
御
本
尊
が
中
心
で
あ
る
の
説
を
と
っ
て
い
る
。

（
妬
）

宗
祖
滅
後
で
は
、
教
団
の
分
裂
や
、
各
地
方
に
於
い
て
、
仏
像
の
造
立
が
行
な
わ
れ
「
御
本
尊
の
形
式
が
や
や
混
乱
」
の
状
態
に
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
の
時
、
祖
滅
後
四
五
十
年
頃
、
身
延
三
世
日
進
と
中
山
三
世
日
祐
の
両
師
が
「
逸
早
く
文
字
マ
ン
ダ
ラ
の
形
像
化
で
あ
る

（
妬
）
（
Ⅳ
）

中
尊
二
仏
式
の
御
仏
体
を
造
立
奉
安
」
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
は
「
全
教
団
に
そ
の
範
を
示
し
た
格
好
」
と
な
っ
た
と
し
両
師
を
讃
え
て
い

（
旧
）

こ
の
中
尊
二
仏
式
と
は
、
二
尊
四
士
或
は
一
塔
両
尊
と
も
、
又
は
通
称
「
三
宝
さ
ま
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ

（
胸
）

の
文
字
マ
ン
ダ
ラ
こ
そ
が
、
「
行
門
三
秘
中
の
本
尊
と
し
て
御
示
し
遊
ば
さ
れ
た
も
の
」
と
さ
れ
「
三
秘
の
修
行
は
、
こ
の
二
尊
四
士
を

（
釦
）

中
心
と
す
る
本
尊
に
対
す
る
信
行
が
、
そ
の
中
軸
を
な
す
も
の
」
と
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
、
影
山
博
士
の
御
本

尊
の
形
態
の
主
張
は
、
マ
ン
ダ
ラ
本
尊
、
或
は
そ
の
形
像
化
た
る
一
塔
両
尊
本
尊
と
し
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
後
年
、
昭
和
五
十
年
の

『
日
蓮
宗
布
教
の
研
究
』
に
て
は
「
本
尊
の
形
が
中
尊
二
仏
並
座
で
あ
っ
て
も
、
一
尊
四
士
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
本
源
と
す
る
処
は
心
は

（
虹
）

一
つ
の
法
華
経
釈
迦
仏
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
更
に
、
宗
祖
か
ら
す
れ
ば
「
本
門
題
目
・
一
尊
四
士
・
中
尊
二
仏
並
座
で
も
、
本
尊

（
理
）
（
露
）

と
し
て
毫
も
差
し
つ
か
え
」
な
い
。
「
本
尊
は
基
本
的
に
は
法
華
経
釈
尊
無
一
二
体
の
も
の
」
と
重
ね
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

御
本
尊
に
つ
い
て
法
本
尊
、
或
は
仏
本
尊
等
の
説
に
対
し
て
法
仏
不
二
の
活
動
体
の
会
通
を
な
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
博
士
の
『
日
蓮

る
の
で
あ
る
。

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
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桑
名
）
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宗
布
教
の
研
究
』
を
一
瞥
し
た
感
じ
で
は
、
や
は
り
曼
茶
羅
本
尊
の
意
義
が
強
い
が
、
影
山
博
士
の
御
自
坊
の
御
本
尊
の
形
態
様
式
は
中
（
別
）

尊
二
仏
四
士
本
尊
を
表
現
し
て
い
る
の
で
、
博
士
の
説
は
、
塁
茶
羅
の
形
像
化
御
本
尊
を
主
張
さ
れ
た
も
の
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
。

（
露
）

祖
滅
六
十
年
以
前
に
は
大
曼
茶
羅
本
尊
、
若
く
は
二
尊
四
士
造
像
（
は
）
殆
ど
な
か
っ
た
事
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

の
如
く
、
曼
茶
羅
本
尊
や
二
尊
四
士
御
本
尊
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
望
月
博
士
の
立
論
の
御
本
尊
観
を
考
察
す
る
に
、
昭
和
八

年
の
も
の
か
ら
見
て
象
よ
う
。
博
士
の
御
本
尊
の
形
態
の
は
じ
め
は
、

（
鰯
）

紙
墨
書
写
の
曼
茶
羅
と
彫
刻
尊
形
の
仏
像
本
尊
と
全
く
そ
の
体
不
二
な
る
。

の
立
場
で
曼
茶
羅
否
定
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
在
世
の
御
本
尊
、
末
法
の
御
本
尊
と
い
う
形
態
様
式
を
掲
げ
て
次

に
見
え
る
。

（
幻
）

在
世
八
品
の
本
尊
を
十
界
羅
列
の
曼
茶
羅
相
に
於
て
示
し
、
末
法
の
本
尊
を
『
仏
像
』
『
寿
量
の
仏
』
と
説
（
く
）
・

こ
れ
は
、
在
・
末
の
御
本
尊
様
式
の
形
態
で
あ
り
、
そ
の
『
寿
量
の
仏
』
を
御
本
尊
と
す
る
に
は
、
本
化
の
四
士
を
脇
士
と
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
本
仏
を
御
本
尊
と
表
現
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
、

盆
）

故
に
四
士
脇
士
の
造
立
が
当
家
の
本
尊
に
大
な
る
意
義
を
有
（
す
）
・

と
言
う
如
く
、
一
尊
四
士
を
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
強
調
の
明
瞭
な
文
は
次
に
見
え
る
。

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）

の
様
に
主
張
す
る
の
で
あ
っ
た
。

望
月
歓
厚
博
士
の
立
場
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
影
山
博
士
の
説
と
は
む
し
ろ
逆
の
論
説
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
文

四
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（
麹
）

仏
像
の
語
は
紙
・
木
・
書
・
画
に
渉
れ
ど
も
、
形
像
本
尊
の
義
尤
も
強
し
。
…
…
即
ち
一
尊
四
士
の
本
尊
な
る
。

か
よ
う
に
望
月
博
士
は
末
法
の
御
本
尊
を
一
尊
四
士
形
像
化
の
形
態
を
以
て
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
の
『
日
蓮
聖
人

の
本
尊
に
つ
い
て
（
前
篇
）
』
は
、
更
に
顕
著
で
あ
り
本
尊
論
議
の
異
論
（
一
尊
四
士
以
外
の
御
本
尊
）
が
繰
返
さ
れ
る
に
対
し
て
、
く

さ
び
を
打
ち
込
む
ネ
ラ
ィ
を
も
っ
て
発
表
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
本
尊
異
議
の
根
源
に
は
、
三
つ
の
問
題
点
あ
り
と
し
乍

ら
そ
れ
を
四
つ
の
角
度
か
ら
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
が
、
そ
の
第
一
の
角
度
の

（
鋤
）

文
献
的
立
場
か
ら
、
宗
祖
の
一
代
に
亘
る
遺
文
上
に
い
か
に
本
尊
が
表
現
さ
れ
た
か
を
、
立
論
の
基
盤
、
素
材
と
し
て
解
明
す
る
ｏ

だ
け
の
象
で
終
っ
て
い
る
。
こ
の
宗
祖
遺
文
の
解
明
の
立
場
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
一
尊
四
士
本
尊
を
念
頭
に
お
い
て
な
さ
れ
た
で
あ

（
瓢
）
（
錘
）

ろ
う
。
望
月
博
士
の
そ
の
文
献
的
立
場
を
見
る
に
、
佐
前
は
「
未
だ
法
仏
の
別
が
確
立
し
て
い
な
い
」
「
法
仏
二
本
尊
を
容
認
」
「
明
に

（
詞
）

仏
本
尊
」
等
の
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
が
、

小
庵
の
釈
尊
を
基
本
に
据
え
て
の
本
尊
輪
〉

（
鈴
）

で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
佐
渡
は
「
佐
前
の
本
尊
観
と
は
確
然
た
る
相
違
が
」
あ
る
と
さ
れ
て
、

（
弱
）
（
訂
）

㈲
仏
本
尊
口
脇
士
本
化
四
士
造
立
の
根
拠
。

（
銘
）

と
い
う
「
本
尊
の
性
格
が
信
行
所
対
の
境
本
と
定
ま
っ
た
」
も
の
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
身
延
で
は
大
き
く
、

（
調
）

Ｈ
大
曼
茶
羅
、
或
は
妙
法
五
字
の
法
中
心
で
あ
り
、
形
態
は
曼
茶
羅
本
尊
。

（
㈹
）

口
仏
と
経
と
を
指
す
身
延
持
仏
堂
の
本
尊
形
態
、
即
ち
釈
尊
一
仏
の
御
前
に
法
華
経
十
巻
を
安
置
す
。

（
凱
）

の
二
形
態
に
分
け
、
結
論
と
し
て
は
御
本
尊
を
「
釈
迦
一
仏
の
立
像
本
尊
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
こ
れ
ら
の
結
び
の
こ
と
ば
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
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㈲
普
遍
的
に
実
体
的
に
、
特
定
の
場
合
や
特
殊
の
意
義
に
拘
束
さ
れ
ず
に
、
本
尊
を
説
示
し
た
御
書
。

（
妃
）

口
特
定
の
個
人
を
所
対
と
し
て
授
与
し
た
曼
茶
羅
に
つ
い
て
説
示
さ
れ
た
も
の
（
の
御
書
）
・

の
二
つ
に
考
え
ら
れ
、
口
の
立
場
で
あ
る
曼
茶
羅
御
本
尊
を
否
定
す
る
方
向
の
意
図
の
下
に
論
を
始
め
、
結
ば
れ
た
と
見
る
事
が
出
来

る
。
前
述
し
た
通
り
、
こ
の
論
文
は
末
定
稿
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
篇
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
発
表
せ
ら
れ
た
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
の
中

に
所
収
さ
れ
、
そ
の
曼
茶
羅
御
本
尊
の
否
定
の
傾
向
は
又
、
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
第
二
の
角
度
は
、

本
尊
抄
等
の
重
要
御
書
に
立
脚
し
て
大
局
的
に
立
場
を
決
定
し
、
特
に
大
曼
茶
羅
と
本
尊
と
に
つ
い
て
新
な
る
考
察
を
加
へ
て
見
た

（
網
）

い
。

て
い
た
ら
く
（
棚
）

で
あ
る
。
が
、
『
本
尊
抄
』
の
「
本
尊
為
体
云
云
」
の
八
十
九
字
の
文
の
解
釈
を
驚
く
こ
と
に
、
博
士
は
、

一
般
に
こ
の
文
を
大
曼
茶
羅
の
儀
軌
と
し
て
考
え
、
こ
れ
を
規
準
と
し
て
、
又
こ
の
文
相
の
ま
ま
を
大
曼
茶
羅
と
し
て
図
顕
し
た
と

し
て
い
る
。
（
が
）
…
…
儀
軌
と
し
て
本
抄
（
本
尊
抄
）
を
著
し
、
こ
れ
に
則
っ
て
大
曼
茶
羅
の
図
容
が
書
き
顕
さ
れ
た
と
は
考
え

庵
）

ら
れ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
本
抄
の
記
述
は
必
ず
し
も
大
曼
茶
羅
の
儀
相
と
合
致
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
価
）

と
述
べ
ら
れ
、
む
し
ろ
、
「
大
曼
茶
羅
の
図
顕
が
具
に
儀
相
的
に
記
述
さ
れ
た
」
の
は
『
本
尊
抄
』
よ
り
四
年
後
述
作
さ
れ
た
「
建
治

（
灯
）

三
年
の
日
女
抄
」
で
あ
る
。
と
断
定
し
、
曼
茶
羅
の
儀
相
の
規
準
と
言
わ
れ
る
こ
の
両
抄
の
文
は
「
同
じ
く
法
本
尊
と
し
て
も
、
そ
の
本

（
棚
）
（
⑬
）

質
に
は
大
な
る
相
違
が
あ
る
」
と
さ
れ
、
『
本
尊
抄
』
を
「
教
法
本
尊
・
霊
山
顕
現
の
本
尊
」
と
し
、
『
日
女
抄
』
は
「
理
法
本
尊
・
十

（
即
）

界
輪
円
具
足
の
本
尊
」
と
区
別
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
本
尊
為
体
の
相
は
在
世
の
本
尊
相
・
霊
山
の
貌
（
す
が
た
）
で
あ
る
と
断
定
し
得

（
副
）
て
い
た
ら
く
（
錘
）

る
」
と
染
な
し
、
結
論
と
し
て
「
本
尊
為
体
」
の
八
十
九
字
の
御
本
尊
は
「
在
世
結
要
付
嘱
の
儀
相
」
に
す
ぎ
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
御
本
尊
の
形
態
と
し
て
望
ま
し
い
の
は

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）
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く
ら
れ
て
い
る
。

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
筋
（
桑
名
）

愛
茶
羅
は
文
字
曼
茶
羅
で
あ
る
べ
き
で
、
…
…
曼
茶
羅
を
写
し
て
形
像
を
造
立
す
る
の
は
本
尊
抄
の
仏
菩
薩
に
止
め
、
『
日
女
抄
』

を
そ
の
ま
ま
形
像
化
す
る
が
如
き
は
過
ぎ
た
る
も
輪
）

と
い
い
、
末
法
の
御
本
尊
こ
そ
は
在
末
相
対
し
た
一
尊
四
士
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
瓢
）

本
門
寿
愛
の
本
尊
と
し
て
造
立
す
る
に
は
一
尊
四
士
の
尊
形
に
於
て
す
る
が
「
本
尊
抄
」
の
真
意
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
博
士
の
御
本
尊
観
は
初
め
に
は
、
紙
墨
書
写
の
曼
茶
羅
と
彫
刻
尊
形
の
仏
像
本
尊
と
そ
の
体
の
不
二
を
と
な

え
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
在
末
相
対
本
尊
と
い
う
観
点
か
ら
二
種
本
尊
説
を
立
て
た
。
こ
れ
は
末
法
こ
そ
は
仏
像
本
尊
の
桑
と
し
一
尊
四
士

説
を
唱
え
、
曼
茶
羅
を
末
法
の
正
式
御
本
尊
と
は
認
め
な
い
で
、
在
世
の
御
本
尊
と
い
う
の
は
邪
見
か
と
も
思
う
。
ま
た
、
博
士
は
御
本

尊
に
つ
い
て
法
中
心
、
仏
中
心
の
区
別
を
厳
し
い
程
に
分
け
ら
れ
て
考
え
て
い
た
が
、
絶
筆
と
な
っ
た
昭
和
四
十
二
年
の
『
近
代
日
本
の

法
華
仏
教
』
に
、
久
遠
実
成
の
釈
尊
の
実
体
を
示
し
て
い
う
の
に

信
の
仏
教
が
要
請
す
る
絶
対
仏
は
、
い
わ
ば
非
法
非
仏
で
あ
る
。
日
蓮
宗
に
お
い
て
も
同
様
で
、
久
成
の
絶
対
仏
は
非
仏
非
法
で
あ

鈴
木
一
成
教
授
は
、
昭
和
三
○
年
の
御
本
尊
特
集
の
『
祖
書
に
示
さ
れ
た
る
本
尊
の
種
々
相
』
に
て
、
次
の
様
な
御
本
尊
の
形
態
を
述

と
最
後
に
結
論
さ
れ
た
の
は
博
士
の
御
本
尊
観
と
し
て
は
皮
肉
に
も
従
来
と
異
な
る
。
然
し
、
こ
れ
が
本
音
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

本
宗
の
本
尊
の
形
態
は
次
の
五
種
に
分
け
ら
れ
る
。
帥
首
題
本
尊
側
大
曼
茶
羅
側
釈
迦
一
尊
艸
一
尊
四
士
回
一
尊
四
士

へ

色§
。

五

(皿6）



（
弱
）

仙
倒
の
実
体
は
法
で
、
形
式
は
文
字
紙
幅
で
あ
る
。
⑧
い
い
の
実
体
は
仏
で
、
形
式
は
木
像
で
あ
る
。

（
師
）

の
五
種
の
御
本
尊
を
あ
げ
、
こ
の
「
五
種
の
本
尊
中
、
い
づ
れ
を
選
ん
で
信
行
の
正
境
」
と
し
て
祖
意
に
叶
う
も
の
か
と
私
見
を
以
て

推
測
さ
れ
た
結
論
が
二
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
は
、

毎
）

⑩
本
尊
の
実
体
は
法
か
仏
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
仏
と
す
べ
き
だ
と
考
へ
る
。

鈴
木
教
授
の
こ
の
法
御
本
尊
の
否
定
に
つ
い
て
の
理
由
を
見
る
と
、
首
題
御
本
尊
の
発
展
完
成
が
大
曼
茶
羅
の
図
顕
で
あ
り
、
こ
の
曼

尉
）

茶
羅
は
「
法
が
中
心
」
だ
か
ら
こ
そ
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
釦
）

本
宗
は
見
仏
の
信
仰
が
主
で
観
法
的
思
惟
を
廃
す
る
の
が
信
行
の
立
前
で
あ
る
。
法
本
尊
は
こ
れ
に
逆
行
す
る
憂
が
多
い
。

塾
茶
羅
否
定
の
理
由
と
し
て
さ
ら
に
、
前
述
し
た
望
月
博
士
の
唱
え
た
「
受
茶
羅
は
在
世
の
本
尊
」
．
尊
四
士
が
末
法
の
本
尊
」
説

ａ
）

を
継
承
し
、
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
次
の
点
か
ら
更
に

（
砲
）

大
曼
茶
羅
は
妙
法
五
字
が
中
心
主
体
で
あ
る
こ
と
、
三
秘
が
開
出
さ
れ
て
い
な
い
。

大
曼
茶
羅
は
三
秘
開
出
以
前
の
も
の
、
こ
こ
に
在
世
顕
現
の
本
尊
と
す
る
…
…
大
曼
茶
羅
は
厳
密
な
意
味
で
、
末
法
の
信
行
の
正
境

（
侭
）

に
適
せ
ず
と
結
論
づ
け
る
。

ａ
）

と
し
て
否
定
す
る
の
で
あ
っ
た
。
鈴
木
教
授
の
曼
茶
羅
を
一
応
認
め
る
態
度
を
あ
げ
る
と
し
た
ら
次
の
文
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

（
鯖
）

大
曼
茶
羅
は
個
人
的
な
本
尊
の
意
味
が
強
く
、
仏
本
尊
は
国
家
的
世
界
的
の
意
味
が
示
さ
れ
て
い
る
。

本
尊
と
し
て
一
尊
を
奉
安
し
そ
の
内
容
及
資
格
を
表
顕
す
る
為
に
そ
の
背
後
に
曼
茶
羅
を
掲
げ
る
と
い
う
形
式
も
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
背
後
の
愛
茶
羅
は
宗
祖
が
そ
の
前
に
置
か
れ
た
法
華
経
一
部
と
同
じ
意
味
と
す
べ
き
だ
と
考
へ
る
。
…
…
但
し
こ
れ
は
一
時
の
便

（
髄
）

宜
で
あ
り
個
人
的
の
場
合
に
の
み
許
さ
れ
る
。

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）
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こ
れ
は
五
種
の
御
本
尊
中
、
一
尊
四
士
説
を
主
張
さ
れ
た
の
は
望
月
博
士
と
全
く
同
じ
意
見
で
あ
る
。
そ
の
五
種
の
御
本
尊
形
態
を
あ

げ
て
一
尊
四
士
仏
像
御
本
尊
を
強
調
さ
れ
た
の
は
二
年
後
の
昭
和
三
二
年
の
『
日
蓮
宗
読
本
』
の
御
本
尊
の
形
態
と
同
じ
で
あ
る
。
『
読

本
』
も
、
五
種
御
本
尊
の
様
式
を
あ
げ

（
釣
）

宗
制
上
い
ず
れ
か
に
決
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
場
合
に
は
…
…
一
尊
四
士
を
本
尊
と
莫
定
す
る
が
至
当
で
あ
る
と
思
う
。

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
読
本
』
の
御
本
尊
の
部
分
の
責
任
執
筆
者
は
鈴
木
教
授
で
あ
り
、
少
く
と
も
文
章
表
現
の
担
当
を
さ
れ

詞
）

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
『
読
本
』
の
御
本
尊
の
理
論
づ
け
に
は
望
月
歓
厚
博
士
と
執
行
海
秀
教
授
も
加
わ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
『
日

（
河
）

蓮
宗
読
本
』
と
い
う
形
で
発
表
さ
れ
た
か
ら
、
そ
の
反
響
は
問
題
も
大
き
か
っ
た
。
然
し
、
一
年
後
の
昭
和
三
三
年
の
「
日
蓮
宗
教
学
審

議
会
」
で
は
宗
制
上
、
こ
の
一
尊
四
士
説
を
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
は
前
述
の
結
果
の
通
り
で
あ
っ
た
点
を
再
認
識
さ
れ
た
い
。

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）

こ
れ
ら
の
肯
定
の
文
も
再
応
考
え
る
と
、
受
茶
羅
を
便
法
上
用
い
る
の
承
で
、
正
式
に
肯
定
さ
れ
な
い
一
貫
性
の
考
え
方
で
あ
っ
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
教
授
の
否
定
さ
れ
た
「
大
曼
茶
羅
三
秘
開
出
以
前
」
の
説
に
対
し
て
昭
和
三
九
年
に
山
中
喜
八
先
生
が
そ
の
説
を

（
研
）

承
認
し
難
い
論
断
を
下
さ
れ
た
が
、
最
も
な
意
見
だ
と
私
も
思
う
。
さ
て
、
鈴
木
教
授
の
第
二
の
結
論
の
意
見
は
、

③
然
ら
ば
仏
本
尊
の
中
の
何
れ
の
形
態
を
選
ぶ
べ
き
か
に
つ
き
考
へ
て
見
る
。
一
尊
四
士
は
寿
量
品
の
仏
を
表
現
す
る
最
も
よ
き
形

式
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
て
正
式
の
本
尊
と
定
む
く
き
で
あ
ろ
う
。
公
式
の
本
尊
は
宗
祖
の
教
示
に
従
っ
て
一
尊
四
士
を
造
立
す
べ

時
を
同
じ
く
し
て
小
林
是
恭
教
授
も
昭
和
三
○
年
に
『
本
尊
抄
の
本
尊
の
主
要
形
態
』
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。

囲
）

き
で
あ
ろ
う
。

一
ハ

(血8）



（
花
）

本
尊
抄
で
の
本
尊
は
唯
だ
一
で
、
一
尊
四
士
と
い
っ
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

（
”
）

本
尊
抄
で
の
本
尊
の
主
要
形
態
は
二
尊
四
士
で
、
他
の
形
態
の
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

と
二
尊
四
士
御
本
尊
を
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
小
林
教
授
の
二
尊
四
士
御
本
尊
説
の
特
徴
は
次
の
如
く
で
、

（
渦
）

四
士
を
有
つ
寿
量
品
の
仏
の
完
備
し
た
形
態
は
二
尊
四
士
だ

と
言
い
、
こ
の
久
遠
本
仏
を
御
本
尊
と
す
る
に
二
つ
の
条
件
あ
り
と
し
、
一
は
開
顕
の
条
件
の
二
仏
で
あ
り
、
二
は
表
現
の
条
件
の

（
恋
）
（
だ
）

四
士
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
小
林
教
授
の
二
尊
四
士
御
本
尊
説
に
は
望
月
・
鈴
木
両
教
授
等
の
批
判
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

昭
和
三
一
年
に
は
塩
田
義
遜
教
授
が
『
日
蓮
聖
人
の
本
尊
』
（
前
篇
）
に
て
、
日
蓮
聖
人
の
御
本
尊
は
曼
茶
羅
中
心
で
あ
る
と
主
張
す

る
の
で
あ
っ
た
。

る
の
で
あ
る
。

（
湖
）

聖
人
に
依
て
始
め
て
本
門
に
立
つ
正
像
未
弘
の
大
曼
茶
羅
と
呼
ぱ
る
る
本
尊
を
見
る
に
至
っ
た
。

（
釦
）

本
仏
の
総
相
た
る
題
目
に
寄
せ
て
曼
茶
羅
を
以
て
、
末
代
大
衆
の
本
尊
と
定
め
ら
れ
た
。

が
し
か
し
、
塩
田
教
授
に
も
一
尊
四
士
造
像
の
御
本
尊
肯
定
の
立
場
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
文
で
あ
る
。

遺
文
並
に
曼
茶
羅
等
に
見
ゆ
る
諸
種
本
尊
は
、
悉
く
仏
本
尊
の
総
別
広
要
の
異
と
解
す
べ
き
で
、
造
像
と
し
て
は
一
尊
四
士
で
あ
る

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
腕
（
桑
名
）

（
両
）

聖
人
の
本
尊
は
そ
の
殆
ん
ど
全
体
が
曼
茶
羅
本
尊
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
曼
茶
羅
理
解
の
仕
方
は
題
目
の
五
字
七
字
に
寄
せ
て
本
門
の
御
本
尊
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

（
犯
）

本
尊
曼
茶
羅
と
し
て
の
五
字
七
字
は
、
正
し
く
こ
れ
本
門
の
本
尊
た
る
寿
量
品
の
釈
尊
な
る
意
を
明
か
（
す
）
・

の
文
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
考
え
方
は
二
年
後
の
『
日
蓮
聖
人
の
本
尊
』
（
後
篇
）
に
明
確
に
見
る
こ
と
が
で
き

("9)



昭
和
三
○
年
代
の
年
頭
は
上
述
の
様
に
御
本
尊
理
解
の
形
態
様
式
を
め
ぐ
っ
て
論
議
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
三
一
年
に
兜
木
正
亨
教
授

は
、
法
仏
問
題
の
御
本
尊
論
義
に
対
し
次
の
如
く
会
通
を
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
御
本
尊
と
言
わ
れ
る
の
に
は
、

（
硯
）

第
一
題
目
を
本
尊
第
二
釈
尊
を
本
尊
第
三
法
華
経
を
本
尊
。

の
三
通
り
あ
り
と
さ
れ
、
こ
の
三
つ
の
解
釈
に
日
蓮
聖
人
は
決
し
て
矛
盾
し
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
蓮
聖
人
が

（
閲
）

題
目
は
釈
尊
と
法
華
経
を
潭
然
一
体
と
し
た
精
髄
。

で
あ
る
。
と
い
う
考
え
方
を
前
提
と
し
て
教
授
は
と
ら
え
て
お
り
、
こ
の
「
揮
然
一
体
」
の
解
明
は
、

（
鯛
）

釈
尊
と
法
華
経
の
関
係
を
た
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
は
解
決

で
き
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
法
華
経
と
釈
尊
の
関
係
は
、

一
体
の
裏
表
…
…
二
者
が
一
体
な
ら
ば
、
こ
の
二
者
を
一
つ
に
し
た
御
題
目
本
尊
も
又
ひ
と
つ
の
も
の
で
す
。
聖
人
が
時
に
応
じ
て

（
”
）

言
い
あ
ら
わ
さ
れ
た
題
目
と
釈
尊
と
法
華
経
の
三
つ
の
本
尊
は
一
つ
の
も
の
で
あ
っ
て
本
質
的
に
は
何
の
矛
盾
も
あ
り
ま
せ
ん
。

と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
他
（

て
も
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。 他の

の
文
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
四
年
後
に
発
表
さ
れ
た
『
法
華
経
の
本
尊
と
し
て
の
曼
茶
羅
』
を
見
る
な
ら
ば
、
塩
田
教
授
は

（
鯉
）

本
門
の
本
尊
と
は
勿
論
造
像
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
粗
ぼ
曼
茶
羅
と
解
し
て
大
禍
は
な
か
ろ
う
と
思
う
。

我
が
大
曼
茶
羅
は
…
…
三
秘
を
創
造
し
、
本
門
の
三
秘
随
一
の
本
尊
即
ち
塁
茶
羅
と
し
て
開
顕
せ
ら
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

誼 （
恥
）

畠
ノ
○

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）

学
説
と
の
曼
茶
羅
理
解
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
多
少
あ
れ
ど
も
曼
茶
羅
御
本
尊
を
主
張
し
て
い
た
と
見

(I20)



と
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
会
通
に
教
授
は
幾
つ
か
の
日
蓮
聖
人
の
遺
文
の
例
証
を
あ
げ
て
法
華
経
と
釈
尊
と
の
心
は
一
体
で
あ
る
と
さ

れ
、
故
に
「
法
華
経
即
釈
尊
」
と
い
う
方
法
の
論
証
を
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
は
「
法
本
尊
」
「
仏
本
尊
」
と
い
う
論
議
へ
、

本
質
的
に
御
本
尊
は
一
体
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
提
唱
な
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
お
り
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
執
行
教
授
の
一
尊
四
士
御
本
尊
説
は
前
述
の
『
日
蓮
宗
読
本
』
の
理
論
づ
け
と
も
な
り
、
曼
茶
羅
御
本
尊
に
対
し
て
は
正
式
御
本

尊
で
は
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
っ
た
。

（
鋤
）

本
尊
抄
の
思
想
を
基
調
と
す
る
限
り
、
曼
茶
羅
そ
の
も
の
を
直
ち
に
、
正
境
の
本
尊
と
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
。

受
茶
羅
は
直
に
、
本
尊
と
し
て
現
わ
さ
ん
と
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
そ
れ
は
久
遠
本
仏
の
精
神
界
を
図
顕
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
鞄

執
行
教
授
の
曼
茶
羅
理
解
を
「
久
遠
本
仏
の
精
神
界
」
で
あ
る
と
領
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
置
い
て
認
め
て
も
、
正
式
御
本
尊
で

は
な
い
と
否
定
す
る
考
え
方
は
何
ん
と
言
っ
て
も
容
認
で
き
な
い
考
え
方
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）

翌
年
の
昭
和
三
二
年
に
は
執
行
海
秀
教
授
が
『
日
蓮
聖
人
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
ｌ
特
に
本
尊
と
の
関
係
に
於
て
Ｉ
』
と
題
し
て
御
本
尊

は
久
遠
本
仏
一
仏
に
限
ぎ
る
と
発
表
さ
れ
た
。

（
艶
）

信
仰
の
所
対
と
し
て
本
尊
を
明
か
に
さ
れ
る
場
合
は
、
久
遠
の
釈
尊
一
仏
に
限
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
久
遠
釈
尊
の
本
仏
を
御
本
尊
の
形
態
と
し
て
表
現
す
べ
き
方
法
と
し
て
は
次
の
様
に
言
う
の
で
あ
る
。

久
遠
の
本
仏
を
本
尊
と
し
て
表
現
す
る
形
式
は
、
一
尊
四
士
を
も
っ
て
表
わ
す
こ
と
が
、
最
も
当
を
得
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来

る飼
一

七

(IZI)



立
場
と
態
度
は
、

（
躯
）

漫
然
と
「
本
宗
の
本
尊
は
何
か
ｌ
ど
う
祭
る
べ
き
か
」
・

と
い
う
問
い
方
で
は
い
け
な
い
と
言
う
。
こ
の
考
え
方
に
は
宗
祖
の
御
本
尊
・
宗
祖
御
自
身
の
御
本
尊
観
と
は
何
か
と
い
う
問
題
の
扱

い
方
も
含
め
て
、
そ
の
研
究
態
度
を
取
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

（
鯛
）

末
代
の
わ
れ
ら
（
宗
祖
の
弟
子
檀
那
一
統
）
に
対
し
て
、
宗
祖
は
何
を
本
尊
と
せ
よ
と
教
え
ら
れ
て
い
る
か
。

と
の
如
く
、
我
々
は
宗
祖
の
御
教
示
を
仰
ぎ
聞
く
べ
き
で
、
「
自
分
た
ち
の
当
位
（
当
分
の
境
位
）
を
定
め
よ
」
と
い
う
立
場
と
態
度

を
わ
き
ま
え
る
べ
き
で
あ
る
。
と
御
本
尊
論
議
に
醤
告
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
立
場
か
ら

か
り
そ
め
に
も
「
本
宗
は
未
だ
本
尊
が
定
っ
て
い
な
い
」
な
ん
ど
い
う
こ
と
ば
は
ほ
ん
の
口
の
端
に
も
上
し
て
は
な
ら
な
い
…
…
い

（
、
）

う
人
こ
そ
信
条
の
自
覚
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
と
、
本
尊
意
識
の
蒙
昧
と
に
よ
る
。
教
え
ざ
る
・
習
わ
ざ
る
の
罪
わ
、
求
め
ざ

（
“
）

る
の
責
任
を
ゑ
ず
か
ら
感
ず
べ
き
か
。

と
厳
し
い
態
度
で
御
本
尊
云
云
す
る
態
度
に
釘
を
打
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
殊
に
『
日
蓮
宗
読
本
』
の
御
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
於
け

る
「
法
・
仏
」
二
種
御
本
尊
を
挙
げ
、
然
も
こ
れ
を
対
比
し
て
二
者
択
一
的
に
扱
う
点
は
御
本
尊
を
分
裂
さ
せ
る
様
な
も
の
だ
と
し
て
厳

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）

上
述
さ
れ
て
き
た
御
本
尊
論
の
多
く
は
御
本
尊
形
式
に
関
す
る
方
面
か
ら
の
学
説
が
多
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
御
本
尊
の
形
態
様
式
は

御
本
尊
の
実
体
を
表
現
し
規
定
す
る
こ
と
と
な
る
一
つ
の
教
学
上
の
態
度
と
い
え
る
。
然
し
、
固
定
的
に
統
一
的
に
御
本
尊
の
形
態
様
式

に
拘
泥
し
て
い
て
は
多
様
性
と
い
う
問
題
や
、
御
本
尊
の
第
一
義
的
本
質
論
を
ゆ
が
め
る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
に
な
る
点
を
注
意
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。

こ
の
問
題
を
突
い
た
の
が
昭
和
三
三
年
の
室
住
一
妙
教
授
の
『
御
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て
』
で
あ
る
と
い
え
る
。
室
住
教
授
の

(〃2）



し
く
批
判
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
室
住
教
授
の
立
場
と
態
度
か
ら
の
御
本
尊
に
ふ
れ
て
い
る
点
を
挙
げ
て
み
る
と
、

要
は
即
身
成
仏
の
と
き
こ
そ
御
本
尊
を
真
に
拝
見
し
奉
り
う
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
い
く
ら
大
曼
茶
羅
を
拝
し
て
も
、
『
本
尊
抄
』

（
弱
）

を
講
じ
て
も
、
盲
人
撫
象
の
あ
て
推
量
で
、
紛
議
の
た
え
な
い
道
理
で
あ
る
。

と
、
成
仏
の
後
に
初
め
て
真
の
御
本
尊
が
拝
さ
れ
る
と
さ
れ
、
真
の
御
本
尊
を
拝
す
そ
の
成
仏
の
方
法
と
は
と
い
う
と
、

（
弱
）

（
妙
法
）
五
字
の
光
明
・
良
薬
・
母
乳
・
本
仏
一
大
事
因
縁
の
血
脈
に
よ
っ
て
即
身
成
仏
す
る
。

と
い
い
、
妙
法
五
字
等
の
血
脈
の
有
無
こ
そ
が
成
仏
の
可
能
の
要
と
な
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。
と
し
、
そ
の
血
脈
を
も
つ
者
は
、

宗
祖
の
両
手
に
抱
か
れ
て
い
る
。
妙
法
五
字
の
母
乳
を
の
ん
で
い
る
。
是
好
良
薬
を
服
し
つ
つ
あ
る
。
い
ま
に
心
遂
醒
悟
し
、
毒
病

皆
癒
し
た
暁
に
は
、
か
な
ら
ず
本
仏
の
慈
顔
を
仰
ぎ
、
拝
面
す
る
こ
と
は
、
き
っ
と
で
き
蕊

と
い
い
き
ら
れ
、
こ
の
境
位
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
御
本
尊
の
実
体
と
形
態
は
私
共
に
と
っ
て
次
の
よ
う
に
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
卵
）

妙
法
五
字
七
字
の
一
遍
首
題
で
あ
る
。
大
曼
茶
羅
の
中
核
・
中
尊
で
お
わ
し
ま
す
。

室
住
教
授
は
そ
の
題
目
と
御
本
尊
と
い
う
関
係
を
十
一
年
後
に
次
の
様
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
本
門
の
題
目
」
が
本
も
の
で
あ
っ
て
始
め
て
「
本
門
の
本
尊
」
の
本
も
の
の
本
尊
が
拝
さ
れ
よ
う
し
、
そ
う
あ
っ
て
始
め
て
、

（
的
）

「
本
門
の
戒
壇
」
の
意
味
が
味
わ
わ
れ
る
。

、
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
妙
法
五
字
の
御
題
目
信
仰
に
よ
っ
て
必
ら
ず
次
の
境
地
に
至
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

も
し
も
、
私
ど
も
が
、
心
遂
醒
悟
し
、
毒
病
皆
癒
し
、
開
目
し
、
観
心
本
尊
せ
ぱ
、
事
の
一
念
三
千
、
久
遠
本
仏
の
全
面
容
を
拝
す

、
）

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
を
宗
祖
は
一
幅
紙
上
に
図
顕
あ
そ
ば
し
て
あ
る
と
は
、
ひ
そ
か
に
私
の
信
解
上
の
想
像
で
あ
る
。

以
上
が
室
住
教
授
の
日
蓮
聖
人
が
私
共
に
御
教
示
な
さ
れ
た
御
本
尊
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
強
調
さ
れ
た
点
で
あ
っ
た
。

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）

(〃3）



御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）

こ
れ
ま
で
に
、
昭
和
二
○
年
代
後
半
よ
り
昭
和
三
○
年
代
前
半
に
於
け
る
御
本
尊
論
義
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
。
が
、
こ
れ
ら
の
御
本

尊
論
義
は
御
本
尊
の
一
定
の
形
式
を
整
え
て
統
一
的
な
方
向
へ
の
論
究
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三
○
年
代
後

半
以
降
の
論
文
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
内
容
的
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
（
続
き
）
。

〔
註
〕

ノ
ト
ハ

ノ

（
１
）
日
実
師
『
当
家
宗
旨
名
目
』
上
巻
廿
五
丁
裏
「
当
家
宗
旨
法
門
云
…
…
三
大
秘
法
事
也
」

（
２
）
祖
山
学
院
出
版
部
編
輯
『
本
尊
論
資
料
』
優
陀
那
院
日
輝
師
『
妙
宗
本
尊
略
弁
』
（
充
洽
園
全
集
第
三
編
所
収
・
三
二
六
頁
’
三
八
九
頁
）
・

『
本
尊
略
弁
附
録
』
（
同
全
集
四
一
九
頁
’
四
二
○
頁
）
等
。

（
３
）
茂
田
井
教
亨
教
授
『
所
報
』
第
一
号
二
○
頁
（
現
代
宗
教
研
究
所
編
）
。
（
昭
和
四
二
年
）
。

（
４
）
新
川
日
見
師
編
『
宗
政
の
あ
ゆ
承
』
の
宗
会
年
表
に
は
、
第
一
三
宗
会
・
昭
和
二
六
年
に
「
日
蓮
宗
々
厳
定
る
」
と
見
え
る
。
（
昭
和
四
○
年
）

（
５
）
日
蓮
宗
宗
務
院
編
『
日
蓮
宗
宗
制
』
所
収
「
日
蓮
宗
宗
憲
」
第
一
章
総
則
・
第
二
条
。
（
昭
和
二
七
年
）
。

（
６
）
日
蓮
宗
々
務
院
教
学
部
編
『
出
家
の
誓
』
序
に
中
西
本
秀
教
学
部
長
が
そ
の
経
過
を
説
明
。
（
昭
和
二
八
年
開
宗
七
百
年
報
恩
制
定
）
・

（
７
×
８
）
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
立
正
教
報
』
第
五
号
三
一
頁
。
（
昭
和
三
四
年
）
。

（
巧
×
躯
×
Ⅳ
×
岨
）
（
岨
）
影
山
尭
雄
博
士
「
御
本
尊
造
像
史
」
（
『
大
崎
学
報
』
一
○
四
号
六
二
頁
）
（
昭
和
三
○
年
）
・

（
釦
）
影
山
尭
雄
博
士
「
わ
が
宗
御
本
尊
の
形
式
の
変
遷
に
つ
い
て
」
（
『
大
崎
学
報
』
一
○
○
号
五
六
頁
）
。

へへ

1413
ｰ曹

（
９
）
『
出
家
の
誓
』

（
血
）
『
立
正
教
報
』

（
ｕ
）
同
右
二
頁
。

（
胆
）
当
時
の
教
学
垂

当
時
の
教
学
審

『
立
正
教
報
』

議
委
員
で
あ
ら
れ
た
室
住
一
妙
教
授
・
里
見
泰
穏
教
授
よ
り
伺
う
。
そ
の
時
の
経
過
は
、
二
尊
四
士
説
・
一
尊
四
士
説
等
の
相
互

主
張
や
ま
ず
。
一
往
望
月
歓
厚
博
士
側
不
満
な
が
ら
前
述
の
如
く
決
し
た
と
い
う
。
そ
の
間
の
事
情
を
察
す
る
に
『
立
正
教
報
』
第
五
号
の
一
三
・

三
二
頁
を
見
よ
。
（
昭
和
三
四
年
）
・

影
山
尭
雄
博
士
「
わ
が
宗
御
本
尊
の
形
式
の
変
遷
に
つ
い
て
」
（
『
大
崎
学
報
』
一
○
○
号
四
五
頁
）
（
昭
和
二
八
年
）
。

同
右

第
五
号
一
頁
。

一
頁
。

(〃4）
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（認）

同
右
二
五
二
頁
。

（
型
）
同
右
一
三
五
頁
’
一
七
二
頁
。
二
二
三
頁
’
二
五
八
頁
。
影
山
博
士
の
曼
茶
羅
御
本
尊
の
理
解
は
諸
論
文
に
比
べ
て
最
も
深
い
解
明
の
中
の
一

つ
で
あ
る
。
博
士
は
昭
和
二
八
年
よ
り
教
学
審
議
委
員
で
あ
り
、
御
本
尊
を
形
像
化
し
た
場
合
に
、
先
き
の
審
議
会
で
は
中
尊
二
仏
四
士
（
一
塔
両

尊
四
士
）
を
主
張
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
溺
）
望
月
歓
厚
博
士
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
一
七
四
頁
。
二
尊
四
士
御
本
尊
否
定
に
つ
い
て
は
同
一
六
七
・
一
七
○
頁
に
も
見
え
る
。
（
昭
和
三
三
年
）

（
記
×
”
×
鍋
）
望
月
歓
厚
博
士
「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
妙
」
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
識
義
』
第
三
巻
二
七
一
頁
。
（
昭
和
八
年
）

（
鋤
）
望
月
歓
厚
博
士
「
日
蓮
聖
人
の
本
尊
に
つ
い
て
」
（
前
篇
）
（
『
大
崎
学
報
』
一
○
四
号
二
頁
）
（
昭
和
三
○
年
）
・

（
狐
）
（
犯
×
認
×
認
）
同
右
一
九
頁
。

（
妬
×
妬
×
訂
×
詔
）
同
右
二
○
頁
。

（
調
）
（
伽
）
同
右
二
一
頁
。

（
狐
）
（
躯
）
同
右
二
二
頁
。

（
鍋
）
望
月
歓
厚
博
士
「
本
尊
抄
と
報
恩
抄
」
（
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
所
収
）
・

ノ
て
い
た
ら
く

ノ
ノ
ー
シ
ニ

ノ

ノ
季

（
“
）
『
昭
和
定
本
・
日
蓮
聖
人
遺
文
』
（
以
後
定
遺
と
す
）
「
其
本
尊
為
し
鰻
本
師
娑
婆
上
宝
塔
居
レ
空
塔
中
妙
法
蓮
華
経
左
右
釈
迦
牟
尼
仏
・
多

ノ

ノ

ノ
ハ
ト
シ
ヂ
シ
ニ

ノ
ノ
ハ
ノ
シ
テ
ニ
シ
ル
カ
ワ
ノ

宝
仏
・
釈
尊
脇
士
上
行
等
四
菩
薩
文
殊
弥
勒
等
四
菩
薩
春
属
居
二
末
座
一
通
化
・
他
方
大
小
諸
菩
薩
万
民
処
二
大
地
一
如
レ
見
二
雲
閣
月
卿
一
。
十
方

ハ
シ
ク
マ
ウ
ノ
ー
ス
ル

ワ

諸
仏
処
二
大
地
上
一
。
表
二
通
仏
迩
土
一
故
也
」
（
七
二
一
’
七
一
三
頁
）

（
妬
×
媚
×
卿
×
把
×
鯛
×
釦
）
望
月
歓
厚
博
士
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
一
六
五
頁
。

（
”
）
同
右
二
七
三
頁
。

へへ

5251
四一

同同
右右

一

一

六六
八六

頁扇

（
銘
）
同
右
一
七
七
頁
。
望
月
博
士
は
十
界
の
当
相
を
そ
の
ま
ま
に
仏
形
化
と
し
な
い
理
由
と
し
て
、
十
界
羅
列
の
相
が
本
尊
と
な
る
と
、
地
歎
を
地

獄
の
ま
ま
仏
と
す
る
自
然
法
爾
の
本
尊
を
許
す
こ
と
に
な
る
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
影
山
博
士
は
『
日
蓮
宗
布
教
の
研
究
』
（
二

五
三
頁
）
で
、
大
マ
ン
ダ
ラ
は
仏
恩
と
列
衆
の
守
護
を
併
せ
示
し
た
も
の
。
慈
恩
と
擁
後
と
が
普
く
十
界
の
衆
生
に
わ
た
っ
て
、
相
互
に
円
成
せ
し

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）

同
右
二
三
七
頁
。

影
山
堯
雄
博
士
『
日
蓮
宗
布
教
の
研
究
』
二
三
六
頁
。
（
昭
和
五
○
年
）
。

(〃5）
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（
鮪
）
鈴
木
一
成
教
授

（
“
）
同
右
四
七
頁
。

（
師
）
山
中
喜
八
先
生

（
錦
）
鈴
木
一
成
教
授

（
的
）
立
正
大
学
日
蓮
埜

（
和
）
責
任
執
筆
者
と
畔

山
中
喜
八
先
生

（
弱
）
鈴
木
一
成
教
授
「
祖
垂

（
師
×
銘
）
同
右
四
五
頁
。

（
弱
）
（
帥
）
同
右
四
六
頁
。

（
田
）
同
右
二
七
・
一

（
砲
）
同
右
三
六
頁
。

（
侭
）
同
右
四
六
頁
。

四
六
頁
。

二
七
・
二

（
“
）
鈴
木
教
授
は
昭
和
三
三
年
に
『
大
曼
茶
羅
が
示
唆
す
る
本
尊
奉
安
形
式
の
一
考
察
』
（
立
正
教
報
第
五
号
二
二
頁
’
二
六
頁
）
に
て
、
将
来
の
と

断
わ
り
乍
ら
も
「
大
曼
茶
羅
の
立
体
化
」
を
述
べ
て
い
る
の
は
、
教
授
に
お
け
る
御
本
尊
観
の
例
外
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
鮪
）
鈴
木
一
成
教
授
前
掲
稿
四
六
頁
。

（
弱
）
望
月
歓
厚
博
士
編
『
近
代
日
本
の
法
華
仏
教
』
序
。
（
昭
和
四
二
年
）
・

（
弱
）
鈴
木
一
成
教
授
「
祖
書
に
示
さ
れ
た
る
本
尊
の
極
々
相
」
（
『
大
崎
学
報
』
一
○
四
号
二
三
頁
）
（
昭
和
三
○
年
）
・

（
師
×
銘
）
同
右
四
五
頁
。

（
副
）
同
右
一
六
八
頁
。．

尊
四
士
と
大
漫
茶
羅
ｌ
そ
の
三
大
秘
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
Ｉ
」
（
『
日
本
仏
教
』
第
一
九
号
三
五
頁
’
四
○
頁
）
・

鈴
木
一
成
教
授
前
掲
稿
四
七
頁
。

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮
宗
読
本
』
一
五
三
’
一
五
八
頁
。
（
昭
和
三
二
年
）
・

責
任
執
筆
者
と
い
う
こ
と
は
長
井
弁
順
師
の
「
鈴
木
一
成
師
の
憶
出
」
（
『
大
崎
学
報
』
二
七
号
二
三
頁
昭
和
三
八
年
）
に
見
え
る
。
文
章
表

現
を
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
茂
田
井
教
亨
教
授
が
『
所
報
』
一
号
（
現
代
宗
教
研
究
所
編
）
一
二
頁
に
言
っ
て
お
り
、
『
日
蓮
宗
読
本
』
の
理
論
づ
け

は
望
月
・
執
行
教
授
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
（
昭
和
四
二
年
）
・

『
日
蓮
宗
読
本
』
に
対
す
る
批
判
は
室
住
一
妙
教
授
・
斉
藤
竜
遂
師
等
が
あ
る
。
い
づ
れ
も
『
立
正
教
報
』
第
五
号
四
頁
・
六
頁
に
見
え
る
。

小
林
是
恭
教
授
「
本
尊
抄
の
本
尊
の
主
要
形
態
」
（
『
大
崎
学
報
』
一
○
四
号
六
三
頁
）
（
昭
和
三
○
年
）
。

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）

め
ら
れ
る
果
態
を
顕
し
示
さ
れ
た
御
本
尊
と
言
う
が
如
く
、
望
月
博
士
の
説
は
肯
定
で
き
な
い
。

同
右
六
六
・
七
二
’
七
四
頁
か
ら
の
類
推
。

同同
右右

七七
三三

頁頁
0 0

八
・
四
六
頁
。

(126)



（
稲
）
望
月
歓
厚
博
士
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
「
二
尊
四
士
を
以
て
本
師
釈
尊
の
形
貌
と
す
る
が
如
き
は
到
底
肯
わ
る
べ
き
こ
と
で
な
い
」
（
一
七
○
頁
）

鈴
木
教
授
『
祖
書
に
示
さ
れ
た
る
本
尊
の
種
盈
相
』
「
二
尊
四
士
は
信
行
の
正
境
と
し
て
適
当
で
な
い
」
「
並
座
の
形
は
信
仰
の
対
象
と
し
て
統
一

を
欠
き
混
迷
を
生
ず
る
憂
が
あ
る
」
（
四
七
頁
）
。
こ
の
批
判
の
意
は
、
本
尊
の
主
体
性
を
明
確
に
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
容

認
。
塩
田
義
遜
教
授
も
『
日
蓮
聖
人
の
本
尊
』
（
後
篇
）
二
三
頁
で
「
本
門
の
本
尊
」
で
な
い
と
言
う
。
他
に
執
行
教
授
等
の
批
判
も
見
え
る
。

（
”
）
塩
田
義
遜
教
授
「
日
蓮
聖
人
の
本
尊
」
（
前
筋
）
（
『
棲
神
』
三
一
号
二
頁
）
（
昭
和
三
一
年
）
。

（
”
）
塩
田
義
遜
教
授

（
犯
）
同
右
一
二
頁
。

（
副
）
同
右
二
二
頁
。

（
配
）
塩
田
教
授
「
法
華
経
の
本
尊
と
し
て
の
受
茶
羅
」
（
『
棲
神
』
三
五
号
六
頁
）
（
昭
和
三
七
年
）
・

（
鯛
）
同
右
三
一
頁
。
こ
の
論
文
は
塩
田
博
士
の
御
本
尊
に
関
す
る
最
後
の
も
の
で
あ
る
か
ら
結
論
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
“
×
鯛
×
配
）
兜
木
正
亨
教
授
『
法
華
経
と
日
蓮
聖
人
』
三
四
頁
。
（
昭
和
三
一
年
）
。

（
“
×
鯛
×
配
）
兜
木
乖

（
”
）
塩
田
義
遜
教
授

（
帥
）
同
右
八
頁
。

（
師
）
同
右
三
五
頁
。

（
配
）
執
行
海
秀
教
授
一

（
”
）
同
右
一
六
頁
。

（
卯
）
同
右
一
○
’
一

（
虹
）
同
右
一
二
頁
。

執
行
海
秀
教
授
「

（
ｗ
）
同
右
三
頁
上
。

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）

へへへへ
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同同同同
右右右右

四三二三

蕊喪

（
蛇
）
室
住
一
妙
教
授
「
御
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て
」
（
『
立
正
教
報
』
第
五
号
二
頁
下
）
。
こ
の
小
論
文
は
昭
和
三
三
年
一
○
月
の
日
蓮
宗
教

学
大
会
の
発
表
で
あ
る
。 日

蓮
聖
人
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
」

前
掲
稿
（
後
繍
）
（
棲
神
三
三
号
三
頁
）
（
昭
和
三
三
年
）
。

一

頁
◎

（
『
大
崎
学
報
』
一
○
七
号
二
○
頁
）
（
昭
和
三
二
年
）
。

(〃7）



（
卵
）
室
住
一
妙
教
授
「
本
門
戒
坦
義
」
（
現
代
宗
教
研
究
所
編
『
所
報
』
第
三
号
五
頁
）
（
昭
和
四
四
年
）
・

（
川
）
（
”
）
の
注
に
よ
っ
て
、
（
“
）
の
注
の
「
信
条
」
と
い
う
こ
と
を
教
授
が
「
合
掌
唱
題
す
る
姿
、
こ
の
信
ず
る
心
の
中
に
生
き
て
い
る
構
造
、

そ
こ
に
す
で
に
三
大
秘
法
は
円
具
さ
れ
て
い
る
」
と
言
う
こ
と
を
こ
れ
で
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
点
に
御
本
尊
の
基
本
的
原
則
の
「
信
条
」
が
あ
り

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
教
授
は
「
問
題
の
一
尊
四
士
も
こ
の
五
字
七
字
の
意
味
表
現
を
離
れ
て
は
本
宗
本
尊
の
公
明
さ
は
出
て
こ
な

い
」
（
『
立
正
教
報
』
は
五
号
五
頁
上
）
と
い
う
考
え
に
立
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
血
）
『
立
正
教
報
』
四
頁
下
。

へへ へ

1009998
嘗一一

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト
前
篇
（
桑
名
）

同
右
四
頁
下
。

(I28)


